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　９月１日（日）、第４３回村民運動会を開催し
ました。
　個人種目５種目、団体種目６種目に中学生の
部活対抗リレーを加えた１２種目で行われ、子
どもからおとしよりまで、千人を超える参加者
が集まっての大運動会となりました。チーム対
抗の団体種目においては今年度も福島大学チー
ムが加わり２９チームが優勝を目指して各種目
に参加しました。各チームのテントからは歓声
があがり、笑顔いっぱいの一日になりました。

成績は次のとおりです。
◎総合優勝
　浜　崎チーム　５０点
◎準優勝
　三　島チーム　４９点
◎第３位（ＪＡ支店長賞）
　沼ノ上チーム　４６点
◎第４位（商工会長賞）
　八日町チーム　４６点
◎応援賞　田中・上樽川
◎特別賞　王領・上扇田
◎８００ｍリレー優勝
　高瀬チーム

※点数が同点の場合１位の数が多い方が上の順位となります。

第４３回村民運動会開催第４３回村民運動会開催

浜崎チームが

２連覇！

②



10月27日（日）は
湯 川 村 長 選 挙
湯川村議会議員補欠選挙の投票日です。
村の未来を決める大切な一票です　棄権しないで投票しましょう‼

■投票時間　午前７時～午後６時
□投票場所　笈川投票所：笈川小学校体育館
　　　　　勝常投票所：勝常小学校体育館
◆開票時間　午後７時から
◇開票場所　湯川村体育館

湯 川 村 選 挙 管 理 委 員 会
湯川村明るい選挙推進協議会

【期日前投票】のお知らせです。
　選挙投票日当日、用事のある方は、「期日前投票」
ができますのでご利用ください。

◎期日前投票のできる期間・場所・時間
　《期　　 間》10月23日（水）から26日（土）まで
　《場所・時間》湯川村役場「村民ホール」

（※役場正面入口入って左側です。）
午前8時30分から午後8時まで

　８月１６日（金）から８月２２日（木）までの一週
間、湯川中学校校庭土俵とユースピアゆがわを使
用し、大相撲出羽一門 常盤山親方による夏合宿を
行いました。
　期間中は、朝７時からの朝稽古や「放課後児童
クラブ」・「ゆがわ幼稚園」・「笈川・勝常両小学校」
の児童・園児との交流を図りました。
　一連の事業に参加された方々からは、『お相撲さ
んから元気をもらった。』などたくさんの声をいた
だきました。

　懇親会の席上では、常盤山親方から『村民の方々
に温かく迎え入れていただき、いろいろな交流の
中では励ましの言葉やおいしいお米・新鮮な野菜
を提供していただき、感謝の念に堪えません。本
当にありがとうございました。』と御礼の挨拶をい
ただきました。
　合宿期間中、村民の皆様には、温かい応援や食
材を提供いただき大変ありがとうございました。

広報ゆがわ ６３５号　令和元年１０月１日　発行

大相撲 出羽一門
常盤山親方による

夏合宿を開催！

大相撲 出羽一門
常盤山親方による

夏合宿を開催！
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第15回村民グラウンド・ゴルフ大会地域安全ニュース
　８月１８日（日）道の駅
あいづ湯川・会津坂下の
多目的広場にて村民グラ
ウンド・ゴルフ大会を開
催しました。
　快晴の青空の下、５０
名が参加し長短８コース
を回り好成績を目指して
プレーしました。
　初心者の方から経験者の方まで、笑顔溢れる大会となり
ました。来年も多くの方のご参加をお待ちしております。
　成績は次のとおりです。

　９月に会津坂下警察署管内で、な
りすまし詐欺の前兆電話が発生しま
した。
　内容は、社会福祉職員をかたる者
から「○○さんは、一人暮らしです
よね。」と家族構成を確認する電話
がかかってきたというものでした。

会津坂下警察署　生活安全係
☎０２４２−８３−３４５１

湯川村役場　総務課総務係
☎０２４１−２７−８８００

〈結果〉男性の部　優　勝　桜井　憲幸（浜　崎）
　　　　　　　　 準優勝　芦沢　哲生（勝　常）
　　　　　　　　 第３位　小林　憲身（亀ヶ代）
　　　 女性の部　優　勝　桜井カツヨ（浜　崎）
　　　　　　　　 準優勝　五十嵐　浪（沼ノ上）
　　　　　　　　 第３位　風間いく子（浜　崎）

　不審な電話
がかかってき
たときは、家
族や警察署、
役場にご連絡
ください。

　９月１５日（日）湯川村体育館において、湯川村敬老会を盛
大に開催し、村内高齢者の長寿と健康を祝いました。
　会には今年度内で７５歳以上となる招待者５８０名（男性２
０９名・女性３７１名）のうち１８０名の方が出席されました。
　主催者である三澤村長から長寿を祝う挨拶のあと、８０歳
以上の４１８名の敬老者を代表して北田の白岩美代子さんに
敬老祝金を贈呈しました。また、米寿の被表彰者２７名の方
へは、賞状と記念品の「金杯」が贈られ、代表して浜崎の東
条和子さんが表彰を受けました。

表の１年生川島茂太朗くん（堂畑）が上手に発表し、大きな
拍手をいただきました。
　その後、湯川村農業委員会の鈴木光雄会長による乾杯の発
声で祝宴が始まり、恒例のアトラクションではゆがわ幼稚園児
による踊りや村内各種団体などから、演芸が披露され、楽しい
時間を過ごしていただきました。最後に湯川村民生委員協議
会の高羽伊一郎会長の音頭による万歳三唱で会を閉じました。
　これからも、皆様には元気で長生きしていただきたいと思
います。

　福島民報社と福島県老人クラブ連合会が主催する「しあわせ金婚夫婦表彰」では、６組の夫妻が、
福島民報社販売局長鎌田喜之氏と村老人クラブ連合会長櫻井憲幸氏より、賞状と記念の ｢おしどり
金メダル｣ が贈られました。
　また、来賓の方々からは代表して斎藤賢一湯川村議会議長、菅家一郎衆議院議員、小熊慎司衆議
院議員、小林昭一県議会議員の４名から来賓祝辞をいただきました。
　「敬老者へのお祝いのことば」では笈川小学校代表の１年生中島可子さん（浜崎）、勝常小学校代

●祝 敬老いつまでもお元気で●祝 敬老いつまでもお元気で

④



広報ゆがわ ６３５号　令和元年１０月１日　発行

　湯川村地域おこし協力隊の佐藤塁
です。
　観光を基軸とした地域の活性化を
図るため、イベントへの参加やＬＩ
ＮＥ＠等での湯川村の魅力や情報発
信を行っています。

湯川村
地域おこし協力隊通信

No.4　製作：湯川村地域おこし協力隊　佐藤　塁

　毎年夏のイベント、〝ゆがわ夏まつり〟が８月１８日（日）、「ユースピアゆがわ」にて行われました。
　天候に恵まれ、午後４時の開場からどんどん人が増え、午後５時からのオープニング時には来場者
の活気に溢れ、狼煙の合図で、〝ゆがわ夏まつり２０１９〟がスタートしました！
　イベントの最初には「ザ・ヤングビーツ」の生演奏があり、会場を盛り上げました。
　午後６時過ぎから行われた、子どもみこしにも多くの方が参加され、みこしを担ぎ、掛け声に合わ
せて櫓の周りを２周しました。みこしを担ぐ経験はなかなかできないと思うので、貴重な体験になっ
たのではないかと思いました。
　元力士の北薩摩による特製ちゃんこも大人気で、販売開始から行列ができていました。
　午後７時頃からは、曲と太鼓に合わせて、盆踊りが行われ、
多数の来場者に参加していただき、大盛り上がりとなりました。
　夏まつりの最後には、村内のどこからでもご覧いただける
「ミニ花火大会」を開催し、約８０発の花火が打ち上がりま
した。「花火綺麗だった」、「毎年見られたらいいね」などの
声を耳にし、村民の皆様の夏の良い思い出になったのではな
いかと思いました。
　私も地域おこし協力隊として夏まつりを盛り上げ充実した
一日となりました。

◆ゆがわ夏まつり２０１９

　湯川村では、福島県で実施している、ふくし
ま　ふるさとワーキングホリデー事業を通じて、
８月～９月に２名の方が、村を訪れました。
　ふくしま ふるさとワーキングホリデーとは、
福島県内に一定期間滞在し、県内の企業や農家
などで就業し、収入を得ながら田舎暮らしを体
験していただく制度のことです。
　８月２８日（水）、２名の方と受け入れ先や地
域の方々との交流を深めることを目的とした、
「交流会」を開催しました。
　当日は、参加者で楽しく会話をしながらバー
ベキューを行い、地域の方との交流を深め、湯
川村の人の暖かさなどを実感していただき、再
び湯川村を訪れるきっかけとなればよいなと思
います。

　８月２９日（木）、福島県男女共生センターに
て行われました、「地域おこし協力隊スキルア
ップ研修」に参加しました。
　「写真を使った情報発信×シティープロモー
ション」として、元山形県寒河江市地域おこし
協力隊員の松田光広氏に、写真を用いた具体的
な情報発信の活動等についてのご講演を聞き、
午後には、事前課題として提出した写真の合評
会を行い、写真撮影のポイントやアドバイスな
どを教えていただきました。
　人感やバランス感、距離感や声掛け、イベン
ト時の撮影は事前の準備が大事など、難しそう
ではありますが、意識すればできそうなことが
多く、すぐに実践できると思いました。
　また、他協力隊の撮影した写真を見ることで、
どんな写真を撮っているか、写真を用いてどの
ように伝えようとしているかなどを知ることが
でき、とても参考になりました。
　この研修で学んだことを、イベント等での写
真撮影に活かし、ＬＩＮＥ＠やヨンヨンプロジ
ェクトにて発信していきたいと思います。

◆ワーキングホリデー交流会 ◆地域おこしスキルアップ研修
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《基金積立及び　　
　村債借入の状況》
（特別会計を含む全額）
○基金積立金状況
◦29年度末現在高
	 17億3,343万円
　　　　　⬇
◦30年度末現在高
	 16億5,998万円
※うち財政調整基金
	 8億8,915万円
※うちふるさと創生基金
	 2億8,974万円

○村債借入状況
◦29年度末現在高
	 39億8,992万円
　　　　　⬇
◦30年度末現在高
	 39億6,395万円
※うち地方交付税措置予定額
	 約27億7,477万円（約70.0％）

《村税の内訳》
○村民税（構成比）
	 1億4,000万円（41.8％）
	 ※対前年度比−0.8％

○固定資産税
	 1億5,822万円（47.2％）
	 ※対前年度比−3.7％

○軽自動車税
	 1,267万円（3.8％）
	 ※対前年度比＋3.9％

○村たばこ税
	 2,438万円（7.3％）
	 ※対前年度比−0.9％
※村税合計（国保税除く）の対
前年度比は
	 691万円（2.0％）の減
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歳 入歳 出

一般会計《歳入総額》
28億7,794万円
（前年度比7.1%増）

村税
3億3,528万円
（12.7%）

諸収入・寄附金等
3億9,288万円
（13.7％）

繰入金
1億6,547万円
（5.7％）

歳入

繰越金
1億5,031万円
（5.2％）地方交付税

11億7,360万円
（40.8％）

うち
普通地方交付税
7,200万円
特別交付税
1億160万円

自主財源
10億4,394万円
（36.3％）

依存財源
18億3,400万円
（63.7％）

国・県支出金
2億4,436万円
（6.5％）

村債
3億2,434万円
（11.3％）

地方譲与税
各種交付金等
9,170万円
（3.2％）

諸収入のうち、2億9,789万
円については、農家応援の
ふるさと応援寄附金（ふる
さと納税）
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《目的別歳出決算》
○総務費
	 7億 530万円（26.0%）
○民生費
	 4億7,229万円（17.4%）
○教育費
	 3億3,738万円（12.4%）
○農林水産業費
	 3億1,713万円（11.7%）
○公債費
	 2億8,113万円（10.4%）
○衛生費
	 1億1,038万円（　4.1%）
○土木費
	 2億7,841万円（10.3%）
○消防費
	 1億2,005万円（　4.4%）
○議会費
	 5,213万円（　1.9%）
○商工・労働費
	 3,622万円（　1.3%）

《主な基金積立額》
○財政調整基金
	 3,814万円
○公共施設等整備基金
	 3,100万円

《主な建設事業等》
○若者定住住宅造成工
事地質調査及び設計
業務委託料
	 1億5,406万円
○笈川小エアコン設置
工事費
	 3,871万円
○長瀞南・北橋補修工事
	 786万円

《主な物件費》
○ふるさと納税事業　
委託料
	 2億716万円
○人・川・道の駅指定
管理料	 1,659万円

　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」
に
基
づ
く
平
成
30
年
度
決
算
の
健
全
化
判

断
比
率
（
湯
川
村
の
財
政
指
標
）
は
次
の
と
お
り
で
、
全
て
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
良
好
な
状
態
で
す
。

　

な
お
、
今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一般会計《歳出総額》
27億1,042万円

（前年度比6.8%増）

歳出

普通建設事業費
2億6,019万円
（9.6％）

うち
補助事業費
1億7,599万円
単独事業費
8,420万円

人件費
5億1,673万円
（19.1％）

扶助費
1億6,095万円
（5.9％）

公債費
2億8,113万円
（10.4％）

物件費
5億8,647万円
（21.6％）

補助費等
4億1,703円
（15.4％）

繰出金
2億7,723万円
（10.2％）

積立金・その他
2億1,069万円
（7.8％）

義務的経費
9億5,881万円
（35.4％）

投資的経費
2億6,019万円
（9.6％）

その他の経費
14億9,142万円
（55.0％）

平成30年度各会計の決算状況　※「墓地事業特別会計」分は「一般会計」に含んでおります。

会　計　名 歳　入　A 歳　出　B 翌年度に繰越
すべき財源C

実質収支額
A−B−C

一 般 会 計 ①
（ 対 前 年 度 比 ）

28億7,794万円
（107.1%）

27億1,042万円
（106.8%）

1億555万円
（138.6%）

6,197万円
（83.6%）

特 別 会 計 ②
（ 対 前 年 度 比 ）

10億0,307万円
（99.4%）

9億8,169万円
（102.6%） ― 2,138万円

（41.4%）

1 国 民 健 康 保 険 3億6,961万円
（82.0%）

3億6,342万円
（83.5%） ― 619万円

（39.3%）

2 特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業

1億479万円
（93.3%）

1億354万円
（93.6%） ― 125万円

（74.4%）

3 農業集落排水事業 5,258万円
（100.9%）

5,131万円
（100.4%） ― 127万円

（125.7%）

4 介 護 保 険 4億4,174万円
（105.4%）

4億2,927万円
（104.9%） ― 1,247万円

（123.1%）

5 後 期 高 齢 者 医 療 3,435万円
（101.6%）

3,415万円
（101.4%） ― 20万円

（142.9%）

合 計（①+②） 38億8,101万円
（103.3%）

36億9,211万円
（103.2%）

1億555万円
（84.4%）

8,335万円
（154.6%）

実質赤字
比　　率

連結実績
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

公営企業等における
資金不足比率

平成30年度 － －  8.2％ － －
平成29年度 － －  6.7％ － －
早期健全化基準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％ 20.0％
財政再生基準 20.0％ 35.0％ 35.0％

各財政指標
の　解　説

一般会計等の実質
赤字額の標準財政
規模に対する比率

※黒字のため今回
数値なし

全会計を対象とし
た実質赤字額の標
準財政規模に対す
る比率
※黒字のため今回

数値なし

一般会計等が負担
する地方債元利償
還金及び準元利償
還金の財政標準規
模に対する比率
※前年比＋1.5％

一般会計等が将来
負担すべき実質的
な負債の標準財政
規模に対する比率
※マイナスのため

今回数値なし

各公営企業等会計
における資金不足
の比率

※黒字のため今回
数値なし
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※
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
10
月
31
日（
木
）で
す
。

村　

県　

民　

税 

普
通
徴
収　
　
　

 

第
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税 

普
通
徴
収　
　
　

 

第
４
期
分

介
護
保
険
料 

普
通
徴
収　
　
　

 

第
４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

普
通
徴
収 

第
３
期
分

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
が
困
難
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

納
付
の
相
談
は
、
住
民
課
各
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

◦
村
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

　

税
務
係　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

◦
介
護
保
険
料

　

ほ
け
ん
係　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
3
０

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

福
祉
係　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
1
０

　

次
の
日
程
に
よ
り
年
末
調
整
事
務
及
び
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象
者　
法
人
及
び
個
人
事
業
者

○
開
催
日
時　
令
和
元
年
11
月
12
日（
火
）

◦
午
前
の
部　

受
付
午
前
９
時
30
分

　

年
末
調
整
説
明
会

　
　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
20
分

　

消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

　
　

午
前
11
時
20
分
～
正
午

◦
午
後
の
部　

受
付
午
後
１
時

　

年
末
調
整
説
明
会

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
50
分

　

消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

　
　

午
後
２
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分

○
開
催
場
所

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

年
末
調
整
説
明
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等

は
、
次
の
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
税
務
署 
法
人
課
税
第
一
部
門

　
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　

☎
０
２
４
２
︲
２
７
︲
４
３
４
６（
直
通
）

令
和
元
年
度
年
末
調
整
　
　

及
び
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会

「
令
和
元
年
度
障
害
者
就
職
　

　
面
接
会（
会
津
若
松
会
場
）」

　
　
　
　
　
開
催
の
ご
案
内

今
月
の
納
期
10
月
31
日（
木
）
ま
で

　

就
職
希
望
の
障
害
者
と
求
人
企
業
が
一
堂
に
会

し
、数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保
し
、障
害
者
の

雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
障
害

者
就
職
面
接
会
」
を
左
記
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

令
和
元
年
10
月
21
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
開
催
場
所

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス 

展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

○
参
加
予
定
企
業
数

　

約
30
社
（
予
定
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松　

専
門
援
助
部
門

　

☎
０
２
４
２
︲
２
６
︲
３
３
３
３

　
　
（
部
門
コ
ー
ド
４
５
＃
）

「村長との
対話の日」

令和元年

10月10日（木）
時間：午前9時~正午まで
場所：村長室
予約もできます。
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10
月
７
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）ま
で
の

一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び
市

町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
な

ど
）
の
仕
事
に
対
す
る
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
19
日（
土
）は
、
左
記
の
と

お
り
「
特
設
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

な
お
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
る
「
特
設
人

権
相
談
所
」
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
と
も
に
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
相
談
会

○
日
　
時

　

10
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

○
場
　
所

　

湯
川
村
役
場
１
階

　
「
多
目
的
室
」
正
面
入
口
右
側

○
相
談
員

　

大
関　

清
憲
さ
ん（
行
政
相
談
員
）

　

小
沢　

晶
利
さ
ん（
人
権
擁
護
委
員
）

　

鈴
木　
　

隆
さ
ん（
人
権
擁
護
委
員
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

　

教
育
委
員
会
で
は
、
湯
川
村
教
育
委
員

会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
教
育
の
振
興
発

展
等
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
も
の
に
対
し
表
彰
を
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
、
ま
た
は
団
体
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
近
所
、
お
知
り
合
い
の
方

で
、
左
記
の
表
彰
基
準
に
基
づ
く
対
象
者

を
ご
存
知
の
方
は
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
の
ご

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

○
表
彰
の
基
準

	
（
湯
川
村
顕
彰
表
彰
の
対
象
者
）

　

平
成
30
年
10
月
20
日
か
ら
、
令
和
元
年

10
月
18
日
ま
で
の
間
に
、
各
種
県
大
会
及

び
県
展
等
で
１
位
相
当
の
成
績
を
お
さ
め

た
村
民
及
び
村
内
の
団
体

※
昨
年
度
の
表
彰
対
象
者
が
、
平
成
30
年

10
月
19
日
ま
で
で
あ
っ
た
た
め
、
10

月
20
日
か
ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
２
２
５
０

○
日
　
時　
10
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時　

○
場
　
所　
湯
川
村
体
育
館　

駐
車
場

○
対
象
品

　
小
型
家
電
…
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

　
衣
類
等
…
衣
類
、
カ
バ
ン
類
、
靴
類
、

ぬ
い
ぐ
る
み

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
住
民
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
１
１
０

　

県
で
は
、10
月
を「
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
」と
定
め
、関
係
団
体
と
協
力
し

て
、不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
を
脱

税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を

混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い

わ
ゆ
る
「
不
正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と

偽
っ
て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
次
例
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、悪
質
な
脱
税
行
為

で
あ
り
、環
境
汚
染
や
不
法
投
棄
の
問
題

の
ほ
か
、公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、更
に

は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な

い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
。」
不
正
軽

油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
２
０
５

　

℻
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
９
０
５

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
６
１

　

℻
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
３
９

使
用
済
小
型
家
電
・
衣
類
等

　
　
無
料
回
収
の
お
知
ら
せ

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

₁₀
月
1
日
か
ら
7
日
は

　
　「
公
証
週
間
」で
す

湯
川
村
教
育
委
員
会
表
彰

「
行
政
相
談
週
間
」及
び

「
特
設
行
政
相
談
所
・
特
設
人
権
相
談
所
」の

　
　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
貸

借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際
し
て
の
慰

謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、
後
々
に

も
め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ

ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め

を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
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︲
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県民健康調査「妊産婦に関する調査」について
　福島県立医科大学では、福島県の委託を受け、県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調査」を
行っています。妊産婦の皆さまのこころや身体の健康状態を把握し、不安の軽減や必要なケアを提供す
るとともに、今後の福島県内の産科・周産期医療の充実へつなげていくことを目的として実施していま
す。令和元年度調査対象の方は、下記の方になります。調査へのご協力をお願いいたします。
　なお、過去の調査結果は、福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターのホームページ「妊産
婦に関する調査」（http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/）に掲載しておりますのでご
覧ください。

《令和元年度調査のご案内》
時　期：令和元年１１月から翌年３月までの間の１１月、１月、３月
　　　（分娩予定日により３回に分けて調査票を送付）
対象者：①平成３０年８月１日から令和元年７月３１日までに福島県内の市町村から母子健康手帳を交

付された方
　　　　②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産された方
　対象となる①の方には福島県各市町村の母子健康手帳を交付時に登録された情報を基にしています。
②の方へは、県内産科医療機関を通じ、本調査へのご協力をお願いしています。また下記専用ダイヤル
へご連絡いただければ調査票をお送りいたします。

◎お問い合わせ先　福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　　　妊産婦調査専用ダイヤル　☎０２４−５４９−５１８０（平日９時〜１７時）
　　　　　　　　妊産婦調査専用メール　nimpu@fmu.ac.jp

◎お問い合わせ先　湯川村役場　住民課福祉係　☎0241−27−8810
　　　　　または　会津若松年金事務所　　　　☎0242−27−６９５２

　平成３１年４月から出産前後期間の国民年金保険料が免除される制度が始まりました。
　平成３１年２月１日以降に出産をした方が対象となり、出産予定日または出産日が属する月の
前月から４か月間の国民年金保険料が免除になります。
　届出は、出産予定日の６か月前からできますので、お早めの届出をお願いします。
　届出の用紙は、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）から印刷をするか、
市区役所・町村役場の窓口または年金事務所に備え付けてあります。

出産前後の国民年金保険料が免除になります

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々５０円割引される「早
割制度」や、現金納付よりも割引額が多い「６か月前納」、「１年前納」、「２年前納」もあり、大
変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印をお持ちのうえ、ご
希望の金融機関または年金事務所へおいでください。

国民年金保険料は口座振替がお得です！

　Pay-easy（ペイジー）なら、自宅や外出先から、夜間や休日でも国民年金保険料の納付ができ、
便利です。
　納付書の左側に記載されている「収納機関番号」、「納付番号」、「確認番号」をPay-easy（ペイジー）対
応のATM、インターネットバンキングまたはモバイルバンキングの画面に入力するだけで納付できます。
　ただし、コンビニエンスストア内に設置されている複数の銀行に対応しているATMでは利用で
きませんのでご注意ください。

納付書での支払なら
Pay-easy（ペイジー）が便利です！
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　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の
生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務
所）が実施します。

○講　師　リハビリテーション科
　　　　　作業療法士　半谷　智辰
　　　　　理学療法士　遠藤　達矢
○日　時　令和元年１１月５日（火）
　　　　　午後１時３０分〜午後２時３０分
○場　所　会津医療センター　２階会議室

◎お問い合わせ先
　会津医療センター　患者支援センター
　☎024２−７５−２２３８

　平成３１年４月２４日に成立した「旧
優生保護法に基づく優生手術等を受けた
者に対する一時金の支給等に関する法
律」に基づき、旧優生保護法下で優生手
術等を受けた方に国から一時金（３２０
万円）が支給されることになり、対象と
なる方からの一時金の請求受付等のた
め、県では「旧優生保護法に関する相談
窓口」を設置しております。窓口では、
一時金の請求手続に関する質問や相談に
保健師や相談員が対応いたしますので、
御連絡ください。

◎お問い合わせ先
　旧優生保護法に関する相談窓口
　☎０２４−５２１−８２９４

令和元年度
第７回健康教室

「旧優生保護法一時金支給法」
による一時金の支給について

対象となる方
▪老齢基礎年金を受給している方…以下の要件をすべて満たしている必要があります
◦６５歳以上である
◦世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
◦年金収入額とその他所得額の合計が約８８万以下である
▪障がい基礎年金・遺族基礎年金を受給している方…以下の要件を満たしている必要があります
◦前年の所得額が約４６２万円以下である
請求手続き
①平成３１年４月１日以前から年金を受給している方

対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が９月上旬から順次届きます。
同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。

②平成３１年４月２日以降に年金を受給しはじめた方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。
日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください
　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めるこ
とはありません。
　年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

◎お問い合わせ先　給付金専用ダイヤル
　 　 　 　 　 　 ☎０５７０−０５−４０９２（ナビダイヤル）

令和元年
10月1日

普段からできる！
肩こり・腰痛体操

年金給付金

請求手続きは
お早めに！

今日からできる、肩こり・腰痛体操をご紹介
します。動きやすい服装で、
お気軽にご参加ください。

年金生活者支援給付金制度がはじまります
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農地転用には許可が必要です。

違反転用したときは…

農地を取得したときは…

　農地を農地以外のものにする場合（農地転用）には、
許可が必要です。農地転用とは、人為的に農地を農地以
外（住宅敷地・駐車場・資材置場等）にすることをいい
ます。また、農地を一時的に耕作以外の目的に利用する
場合も農地転用に該当しますので、許可を得る必要があ
ります。

　農地法に基づく転用許可を受けていない場合や、許可
された目的と実際の利用状況が異なる場合は、違反転用
として工事の中止・農地への復元等の措置を命じられる
場合があります。転用する場合は、必ず事前に手続きを
しましょう。

　相続等により農地の権利を取得した場合は、農業委員
会への届出が必要です。

＊農地法違反で刑事告発されると、
3年以下の懲役または300万円以
下（法人は１億円以下）の罰金に
処せられます。

農地パトロールを実施しました

農地所有者は「農地を適正利用する」責務があります。

耕作をしないで、農地を荒していませんか？

　農業委員会では、８月２１日に村内全域の農地
パトロールを実施し、遊休農地等の確認、農地等
の汚染につながる産業廃棄物の不法投棄や農地の
無断転用の発見・防止、転用許可後の状況等の調
査を行いました。近年の農業従事者の高齢化や担
い手不足等により、村内においても不作付け地の
発生が懸念されます。農業委員会としても、定期
的な農地パトロールの実施のもと、今後も積極的
な不耕作地対策に取り組んでいきます。

　農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂による病害虫の発生源に留まらず、ゴミの不
法投棄による悪臭や汚水、火災の要因になり、近隣農地や周辺へ悪影響を及ぼすことに
なります。作物を栽培しない場合でも適宜、草刈りを行うなど、農地の適切な管理をお
願いいたします。

手続きをせずに、農地を農地以外の用途にしていませんか？

　自ら耕作が難しい場合など、農地の利用でお困りの方は、農地が遊休化する前に担当
地区の農地利用最適化推進委員・農業委員または農業委員会事務局にご相談ください。

◎お問い合わせ先　農業委員会事務局　☎０２４１−２７−８８７０
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全国地域安全運動
会津坂下警察署からのお知らせ

消防署からのお知らせ

会津若松消防署十文字出張所　TEL　0242－75－2151　FAX　0242－75－2196

湯川村内街頭犯罪等発生状況（令和元年 8月31日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪

街頭犯罪
合 計

その他
刑法犯等 全刑法犯

強 盗 空き巣 忍込み 事務所
荒 し

出 店
荒 し

自動車
盗

オートバイ
盗

自転車
盗

自販機
ねらい

車　 上
ねらい ひったくり 部　 品ねらい

強　 制
わいせつ

管　内 1 5 5 1 1 13 52 65
湯川村 0 2 2

特徴　県内では、侵入盗事件が増加しています。当署でも昨年比で４件増加しています。
　　　在宅時でも戸締まりをしてください。補助錠、防犯カメラ、防犯ベルなどの防犯設備を活用し被害防止に努めてください。
　　　また、夜間など不審者や不審車両を見かけた場合は、すぐに警察に通報してください。
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。
※上記発生件数は、平成31年 1 月 1 日からの累計数となっています。

まず身の安全を! 戸や窓を開けて避難口の確保! 倒れやすいものに近づかない!

すばやく火の始末! 慌てて飛び出さない! 普段からの心がけを!

地震発生時における行動のポイントとして次のことを心がけましょう!

平成23年6月から、法律により設置が義務となっています。適切な設置と維持管理をお願いします。
住宅用火災警報器

令和元年 　　　　　　　　の実施
期間　令和元年１０月１１日（金）から同月２０日（日）までの１０日間

〇子どもと女性の犯罪被害防止
〇なりすまし詐欺の被害防止
〇地域の犯罪発生実態に即した各種犯罪の被害防止

運動重点
「みんなでつくろう安心の街」

「あいさつははんざいへらすだいいっぽ」

メインスローガン

サブスローガン

｢ながら見守り｣で地域の子どもと女性を守ろう! 留守番電話を使ってなりすまし詐欺を防止しよう！
「留守電・出ん無視！プロジェクト」実施中

　在宅しているときでも、常に留守番電話にしておくことで、
〇電話機のスピーカーを通して聞くことで、誰からの電話なの

か、要件は何なのかを慌てず冷静に判断できます。
〇詐欺犯人は自分の声を録音されることを嫌がり、自ら電話を

切ることが期待されます。しつこい勧誘の電話対策にも効果
が期待できるかも！

　子どもが不審者に声をかけられる事案の多くは、
下校時間帯の１３：００～１７：００に発生してい
ます。
　犬の散歩、買い物、庭の掃除、ウォーキング、ジ
ョギングなど日常生活の中で、子どもたちを見守る
活動をしましょう。
　子ども達の下校時間に
あわせて、しながら見守
りをしましょう。
　不審者を見かけたら、
すぐに通報してください。

留守電は
安心じゃ！

県警では、留守番電
話用メッセージを作
成しました。ぜひ県
警ホームページから
使用してください！

全国地域安全運動
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レベッカ先生の英会話教室
Singapore is probably not very easy to find on the world map. It is a very small country. 
But if you look slightly north of the equator, you will be able to see a tiny dot (red on 
many maps) at the tip of the Malay Peninsular in Asia. Because of this, Singapore is 
also affectionately known as “The Little Red Dot.”

シンガポールはとても小さい国なので、世界地図で見つけるのは簡単ではないかもしれません。し
かし、赤道のほぼ真上を見れば、アジアのマレー半島の先端に小さな点が見えるでしょう。その小
さな点がシンガポールなので、シンガポールは「リトル・レッド・ドット（小さな赤い点）」という
愛称で呼ばれています。

This term gained publicity when it was used as a political snub at how small and 
inconsequential Singapore was. But Singaporeans now wear it as a badge of honor. We 
may be small, but we have overcome our limitations to become what we are today. 

このニックネームは元々、シンガポールの小ささと無力さを示す政治的・軽蔑的な発言から生まれ
ましたが、シンガポール人は今それを誇りに思っています。シンガポールは小さいけれど弱点を克
服し、今の発展に至るまで成長したのです。

So, how small is Singapore?

シンガポールはどのぐらい小さいですか？

Singapore has a total land area of 721.5 square kilometers, about the size of Lake Biwa 
in Hyogo Prefecture. 

シンガポールの面積は７２１． ５平方キロメートルです。琵琶湖と同じくらいの大きさです。

《参加者大募集（村民限定）》
※令和元年度も隔週水曜日（午後6時～午後7時）にユースピアゆがわで「英会話教室」を行います。
レベッカ先生と一緒に英語を学びませんか？
◎お問い合わせ先：社会教育主事　栗村　☎０２４１－２７－８８８０（ユースピアゆがわ）

シルバー人材センター 自動車点検整備推進運動

「介護送迎運転手講習」
（会津会場）

○日　程　10月24日（木）～ 10月25日（金）
○場　所　ニチイケアセンター門田・
　　　　　扇町自動車学校
○料　金　無料（受講料・テキスト代含む）
○対象者　シルバー人材センターでの就業を希

望する６０歳以上の方で、現在シル
バー人材センターの会員でない方

◎お問い合わせ先
公益社団法人福島県シルバー人材センター連合会
☎０２４−５２１−６０８１

◎お問い合わせ先
国土交通省東北運輸局福島運輸支局
☎０２４−５４６−０３４２
福島県自動車適正使用推進協議会事務局
☎０２４−５４６−３４５１

令和元年9月〜10月
重点実施期間

　長くご使用のクルマには、細やかなケアが必
要です。定期点検を実施してクルマの不具合を
減らしましょう。

～安全確保と環境保全には、
クルマの点検整備が必要です～
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戸籍の窓口
（８月受付）

お誕生おめでとうございます
（地区） （両親） （子）

松　川 湯田　裕治
　　　裕美 匠

たくみ

高　瀬 田部　励人
　　　有紀 七

なな

瀬
せ

謹んでお悔やみ申し上げます
（地区） （本　人） （年齢）

佐野（高瀬） 加藤　守男 83歳
※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係
　へ申し出てください。
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村内の交通事故
件数 死亡 傷者

平成30年
（1月～12月）

6 0 10
81

令和元年
8　月

1 0 2
9

平成31年・令和元年
累　計

4 0 5
52

交通死亡事故ゼロ日数
（令和元年 8月31日現在） 715日

（上段は人身事故・下段は物損事故）
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濡
れ
る
に
ま
か
せ
畑
の
中

	

鈴
木　

信
子

送
り
火
や
足
許
照
ら
せ
浄
土
道

蝉
ど
ち
の
短
き
命
鳴
き
果
つ
る

	

鈴
木
智
恵
子

父
祖
の
墓
洗
ひ
終
へ
見
る
墓
誌
の
跡

よ
く
し
ゃ
べ
る
児
の
居
て
庭
の
鳳
仙
花

	

小
林
喜
久
雄

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

沃
野
湯
川
会

興
福
寺
広
目
天
は
餓
鬼
ど
も
を

　
　
　

ふ
み
お
さ
え
つ
つ
わ
れ
ら
を
に
ら
む

	

　

鈴
木
ト
シ
子

文
月
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
は

	

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
と
悲
し
み
を
鳴
く　

渡
部　

子

生
真
面
目
な
夫
の
祖
父
が
遺
し
た
る

	

茶
筅
静
か
に
ゆ
っ
く
り
回
す　

小
林　

和
子

水
路
に
は
去
年
と
違
い
水
流
れ

	

稲
穂
の
先
に
白
い
花
咲
く　

兼
子　

春
江

村
議
・
農
委
三
期
務
め
て
卒
寿
終
え

	

逝
き
た
る
友
に
弔
辞
さ
さ
げ
ぬ　

佐
野　

常
雄

友
の
来
て
鍬
入
れ
く
れ
し
豆
畑
の
土

	

黒
々
と
光
り
て
い
た
り　

鈴
木　

悦
子

背
丈
伸
び
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
の
似
合
ふ
孫

	

中
一
と
な
り
夏
真
っ
さ
か
り　

坂
内
タ
ミ
子

丈
伸
び
し
稲
田
を
渡
る
風
う
ま
し

	

八
十
六
の
わ
れ
畔
に
立
つ　

𠮷
田　

妙
子

吾
よ
り
も
西
瓜
の
出
来
が
解
る
の
か

	

鴉
が
つ
つ
き
荒
ら
し
て
ゆ
き
ぬ　

鈴
木　

久
子

　家庭の話し合い、一緒の
食事の励行、親子ふれあい
運動を実施しましょう。

毎月「第３日曜日」は
　　「家庭の日」です

あいさつ運動
つ
づ
け
て

さ
き
に

い
つ
で
も

あ
か
る
く

一声運動を普及しましょう。

人の動き（９月１日現在）
総人口（前月比）

総人口 3,204人（△　3）
男 1,533人（△　6）
女 1,671人（　　3）

世帯数 1,008世帯（△　3）

村の花

アジサイ

村の木

イチョウ

村の鳥

カッコウ

湯川村青少年育成村民会議
10
月
の
行
事
予
定

１
日（
火
）交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　

歩
行
者
優
先
の
日

6
日（
日
）第
14
回
湯
川
村
新
米
祭

13
日（
日
）第
35
回

　
　
　
　

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

20
日（
日
）村
民
テ
ニ
ス
大
会

22
日（
火
）即
位
礼
正
殿
の
儀

⑮
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田部 暖
だん

くん（高瀬） 津瀧 亮
りょうま

馬くん（沼ノ上）

　暖が居るだけで

家族や周りの人が

なごみ、温かい雰

囲気に包まれるよ

うな存在になって

ほしい。笑顔が似

合う心があたたか

い人に育ってほし

い。

　三国時代の中国で活

躍した政治家の諸 亮

にあやかり「亮」の字

を、座右の銘である「塞

翁が馬」から一文字も

らい、物事の本質をよ

く考えそして、前向き

に人生を歩んでほしい

と願い名付けました。

１才になります

今年の「ふるさと納税」
１億６千５百万円を超えました!

　４月２５日から受付を開始した今年度の「ふるさと応援寄
附金」は、９月１３日をもって受付を終了いたしました。
　昨年同様に全国の方々より農業支援のために、たくさんの
ご寄附をいただきました。
　今年も返礼品として、農家の皆さんが丹精込めて作った湯
川村産新米コシヒカリと地酒の瑠璃光を、１０月中旬から順
次発送する予定です。
　いただいた寄附金は、生産数量面積目安達成者支援事業
や、環境にやさしい農業助成、農業振興基金積立や湯川産米
ＰＲ事業【お米券】等に使用する予定です。

防災メールの登録について
　皆さんが持っている携帯電話やパソコンのメールアドレスを村に登録していただ
くと、地震・気象情報及び国民保護（テロ、ミサイル飛来等）に関する情報や災害
時における避難勧告や避難指示などの情報をメールで受け取ることができます。
　まだ防災メールを登録していない村民の皆さんは、災害時に対する備えとして、
ぜひご登録をお願いします。

宛先　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

※迷惑メール対策によるパソコンからのメールを受
信拒否している場合はメールを受け取ることがで
きません。j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.
jp が受信できるように携帯・スマートホンの設定
をお願いします。
なお、設定の方法がわからない場合などは、各携
帯電話会社にお問い合わせください。

総務課総務係　☎０２４１−２７－８８００

～新規登録の流れ（例）～

登録用メールアドレス　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

メール送信

登録用メール
アドレスを入力

登録
完了

新規メール作成画面

「登録用メールアドレス」に空
から

メール（件名、本文が入力されて
いないメール）を送信していただくと登録ができます。防災メール　登録の仕方

件名

本文
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